
教養をたかめ楽しく生活できる平和な町にいたしましよう。(今金町民憲章)



第
三
田
舎
金
町
議
会
定
例
会

ガ
九
月
二
十
九
日
、
三
十
日
の

二
日
聞
に
わ
た
り
開
か
れ
、
審

査
報
告
三
件
、
一
般
質
問
、
陳

情
案
件
六
件
、
予
算
議
案
等
、

五
件
ガ
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

-
今
金
町
立
学
校
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
、

学
校
教
育
法
的
規
定
に
も
と
ず
さ

英
利
河
小
学
校
設
置
位
置
の
変
更
「
英

利
河
一
六
七
番
地
」
を
「
美
利
河
二
三

O
番
地
の
三
し
に
改
的
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
美
利
河
ダ
ム
建
設
に
伴
ワ

移
転
に
よ
る
も
の
で
す
。

-
町
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

道
路
法
円
規
定
に
も
と
ず
き
「
極
川

東
西
棉
」
が
町
道
に
認
定
と
な
り
ま
し

⑧
⑨
⑨
骨
骨
骨
⑩
⑧
⑨

病
気
を
し
て
、
は
じ
め
て
健
康
円
あ
く
か
を
考
え
る
時
た
や
す
い
よ
う
で

り
が
た
さ
を
知
る
と
一
百
わ
れ
て
お
り
ま
難
し
い
も
の
で
す
。

す
が
、
誌
の
健
康
を
守
る
こ
と
は
病
皆
さ
ん
と
コ
ン
タ
ク
ト
的
機
会
が
あ

気
を
干
防
す
る
こ
と
に
意
義
あ
る
こ
と
る
こ
と
に
、
町
内
保
健
衛
生
町
実
態
等

で

テ

レ

ビ

新

聞

等

の

報

道

町

中

に

に

つ

い

て

お

話

し

し

た

b
、
健
康
阻
害

も
砂
健
康
。
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
と
因
子
は
何
か
?
問
題
点
は
ど
こ
か
を

り

あ

げ

ら

れ

て

お

り

ま

す

。

お

互

い

に

検

討

を

諜

的

る

ょ

っ

努

力

し

「
あ
、

、
こ
ん
な
こ
と
な
ら
知

っ
て
い
て
い
る
と
ニ
ろ
で
す
。

る
。
」
と
簡
単
に
片
づ
け
て
し
ま
う
こ
わ
が
町
内
主
な
健
診
状
況
は
、
今
年

と
が
多
い
円
で
は
な
い
て
し
ょ
っ
か
。
四
月
1
九
月
ま
で
の
上
半
期
を
表
で
示

w
自
分
の
他
康
は
自
分
で
守
る
u

こ
と
す
と
次
の
と
お
り
で
す
。

は
大
前
徒
で
あ
り
ま
す
が
、
知
り
得
た

知
織
を
い
か
に
実
行
し
、
応
用
し
て
。

た
。
こ
れ
は
、
極
川
駅
か
ら
逃
々
組
の

取
付
ま
で
の
区
間

L
H
一
五
四

-O
m

w
u五
・
O
m
で
す
。

-
今
金
町
教
育
委
員
会
の
任
命

に
つ
い
て

今
金
町
字
八
束

竹
内
理
雄
氏
(
凶
十
二
歳
)
が
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

-
一
般
会
計
補
正
予
算

回
)
に
つ
い
て

(
第
五

主
主
も
の
は
、

O
金
原
、
鈴
金
地
区
簡
易
水
道
全
体
計

。 o 0 。
今事今大砲函
金 金和川町
中 小中東間
半 学央西査
校 校支綿設
の の組の計
プ プの道委

剖l路 託
ル ル義改料
建 上工良
設 屋郡剖1
工建装
事設工

工事

-
昭
和
五
十
六
年
度
今
金
町
各

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
、

つ
い
て

詳
細
に
つ
い
て
は
、
九
月
号
広
報
に

描
轍
し
ま
し
た
の
で
ご
参
聞
し
て
く
だ

去
、
い
ロや

b
品
話
し
た

林
野
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
応
募

中
里
小
学
校
6
年
生
町
川
股
久
美
干

さ
ん
が
全
道
一
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

全
逃
応
募
占
数
二
、
八
八
四
点
的
中
か

ら
選
抜
、
喜
び
も
ひ
と
し
お
、
九
月
八

日
に
楠
山
支
庁
長
か
ら
賞
状
と
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

大
隅
支
庁
長
、
河
端
町
長
か
ら
、
よ

〈
が
ん
は
り
ま
し
た
と
今
後
ま
す
ま
す

努
力
さ
れ
る
よ
う
に
と
の
励
ま
し
と
お

は
め
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

川一~…結後一度一一誠一お一波…渓紙一滋…川一一一

健
康
種
目
別
に
簡
単
に
説
明
し
ま
す

〉』

一
般
健
康
相
融
に
つ
い
て
は
月
一

固
定
例
的
に
各
種
検
訟
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
特
に
成
人
病
に
つ
い
て
、

経
過
を
追
っ
て
状
況
を
把
握
、
必
要
の

あ
る
方
に
は
毎
月
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

一
般
的
方
も
気
軽
に
ご
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
が
今

一
世
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

妊
婦
相
誠
に
つ
い
て
は
、
最
近
、
全

妊
婦
が
医
療
機
関
等
で
出
産
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
自
宅
出
産
が
な
く
な
っ
た
こ

と
は
保
健
衛
生
町
水
準
が
向
上
さ
れ
た

福
祉
課
保
健
係

「一一 「一一一一 「一一一一

ト一一 ← 
ト一一

% % % % 再J、61.9 63.0 64.0 78.0 
% 163人 46人 32人34.5 99人

診川人

妊 同「 ト一一 ト一一
率

歳児占時
幼 象 角E

ソE 児
健

椙 康
健

健色合

健 相

設 it Z令 談

322人 2日人| 臥!日 127人 3象者" 

広

沢

功

氏

(
五
十
四
歳
)
が
、
九

月
八
日
に
昭
和
五
十
七
年
度
北
海
道
社

会
百
献
賞

(
統
計
功
労
)
の
受
賞
式
が

札
幌
市
で
開
併
さ
れ
ま
し
た
第
十
一

回
北
海
道
統
計
大
会
的
席
上
に
お
い
て

畳
賞
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
二
十
六
年
六
月
北
梅
道
牒
業
統

の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
し
か
し
な
が
ら

定
期
的
受
診
が
完
全
と
は
い
え
屯
い
状

況
で
す
。

未
熟
児
町
出
産
も
、
こ
こ
数
年
を
平

均
し
て
み
ま
す
と
、
七
、
八
判
あ
る
こ

は
見
逃
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
相
談
で
は
、
隔
月
に
晶
液
検
査

を
実
施
し
結
染
を
見
る
と
貧
血
の
方

が
多
い
の
に
鯖
き
ま
す
@
こ
と
に
若
い

頃
か
ら
町
貧
血
は
妊
婦
に
な
っ
て
か
ら

で
は
改
普
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
若
い

娘
時
代
に
お
け
る
健
康
管
理
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
れ
ま
す
。

特
に
学
生
時
代
か
ら
の
朝
食
肉
き

や
偏
食
が
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
是
非

守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
で
す
.

上
半
期
全
体
的
健
訟
を
み
ま
す
と
、

一
般
健
康
相
践
の
受
診
車
が
若
干
の
伸

び
串
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

町
で
は
種
々
的
検
診
業
務
、
相
談
等

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
利
用
さ
れ

健
康
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

社
会
構
造
の
多
様
化
、
複
雑
化
的
中

で
不
幸
に
し
て
健
康
を
阻
害
し
た
場
合

そ
町
病
気
を
い
か
に
改
普
、
克
服
、
問

盤
を
図
り
毎
日
を
過
ご
す
か
を
工
夫
す

る
こ
と
が
特
に
成
人
病
的
場
合
は
必

要
で
す

g

検
訟
の
一
部
を
紹
介
し
て
み
ま
し
た

が、

一
人
で
も
多
く
の
人
達
が
理
解
さ

れ
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
進
的
い
た
し

ま
す
。(各

種
枯
診
町
内
容
は
、
広
報
六
月

同
じ
く
中
里
小
学
校
六
年
生
町
佐
々

木
春
美
さ
ん
も
推
鵬
首
を
受
け
ら
れ
る

な
と
、
伝
達
後
、
新
聞
社
町
イ
ン
タ
ビ

ュ
な
と
が
あ
り
幾
分
緊
張
気
味
で
し

た
が
っ
れ
し
そ
う
。

作
品
同
ア
イ
デ
ア
は
何
年
も
前
か
ら

練
り
出
品
し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

( 2 ) 

計
制
査
只
と
し
て
任
命
さ
れ
て
以
来

設
団
地
区
向
調
査
只
と
し
て
各
種
的
統

計
捌
査
に
従
事
さ
れ
て
き
ま
し
た
ロ

こ
の
問
、
統
計
思
想
的
普
及
向
上
に

努
め
ら
れ
‘
地
域
住
民
的
信
望
も
厚
く
、

良
き
指
噂
者
と
し
て
地
域
社
会
的
発
展

に
寄
与
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

号
で
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
J

円一一一一喧

選
挙
町
公
正
を
確
保
し
、
金
の
か
か

ら
も
い
選
挙
制
度
確
立
町
た
め
公
職

選
挙
法
的
一
部
が
改
正
さ
れ
、
五
月
十

八
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

改
正
古
の
う
ち
前
回
(
九
月
号
掲
載
)

に
続
い
て
二
項
目
を
紹
介
し
ま
す
。

マ
選
挙
期
間
中
に
お
け
る
政
党
そ
の
他

的
政
治
活
動
を
行
う
団
体
内
政
治
活
動

向
規
制

選
挙
期
間
中
は
、
政
党
そ
の
他
的
政

治
活
動
を
行
う
団
が
自
動
車
を
使
用
し

て
行
う
機
関
紙
誌
の
普
及
宣
伝
は
確

認
団
体
が
使
用
で
き
る
一
定
台
数
的
自

動
車
を
使
用
し
て
行
う
場
合
の
ほ
か
は

で
き
な
く
怠

っ
た
こ
と
等
町
規
制
が
加

え
ら
れ
ま
し
た
。

マ
選
挙
事
務
所
的
移
転
制
限

選
挙
事
務
所
は
、
当
該
選
挙
事
務
所

こ
と
に
、

一
日
に
一
回
を
超
え
て
移
動

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
そ
町
他
的
改
正
内
容
な
ど
詳

し
い
こ
と
は
選
挙
管
理
委
員
会
宮
凶

o

l--内
組
6

2
番
に
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

(3) 



三物五前ろ額た年 げ特
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物
価
ス
ラ
イ
ド
分
ひ
き
あ
げ

拠
出
年
金
八
月

福
祖
年
金
九
月
か
ら

()IH I嗣

1fe ft 極別 里見 fi 改 正

40ije11'企 869，300 (72，441) 904，800 (75，400) 

25年年金 543，300 (45.275) 565，500 (47，125) 
老齢年金

343咽500(28.625) 357，500 (29冒 792)1011年金

5年年金 292，400 (24，367) 304咽300(25咽358)

1 事U 675，900 (56咽325) 703，500 (58咽625)
間 '811 企

540咽700(45，058) 2 級 562，800 (46‘900) 

母 子 機 昨 子・遺児年金 540咽700(45，058) 562，800 (46，900) 

拠
出
年
金

半 世 同.拠出年金

j

第
一
回
総
山
管
内
公
立
幼
稚
園
教
育
研
究
会

夢
と
創
造
の
教
育

表
現
と
生
活
の
直
感

幼
稚
園
先
生
方
的
教
育
研
究
会
が
九

月
十
二
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

管
内
向
先
生
、
町
内
保
育
所
内
先
生

方
を
宮
め
四
十
五
人
が
事
加
、
そ
の
他
父

母
も
授
業
参
観
、
-
一年
l

保
育
(
五
歳
児
)

一
一
十
四
名
を
対
象
と
し
て
「枇
の
虫
し
を

課
題
、
学
習
授
業
が
も
た
札
、
そ
の
成

果
に
つ
い
て
討
議
が
あ
り
ま
し
た
ロ

ノ

今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
創
立
二
十
周
年
記
念

創
立
二
十
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記

念
し
て
、
十
月
三
日
に
総
合
体
育
館
で
、

札
帆
市
民
交
智
吹
奏
楽
団
と
札
帆
吹
事

楽
団
、
九
十
七
名
招
い
て
昨日
楽
会
が
保

さ
れ
ま
し
た
。

今
金
町
コ

l
ル
?
ミ

l
、
北
楠
山
町

せ
せ
句
一
ぎ
コ

ー
ラ
ス
、
瀬
棚
町
は
ま
な

す
コ
ラ
ス
、

等
町
八
十
三
名
も
参
加

し
て
く
れ
る
な
ど

千
人
会
り
の
聴
常

が
美
し
き
訓
べ
に
聞
き
入

っ
て
お
り
ま

し
た
。
又
平
泊
ご
脊
労
を
刷

っ
て
い

る
方
々
を
ζ
招
待
し
光
の
単
、
盟
舟

聞
の
保
母
さ
ん
方
や
交
通
安
全
指
持
口
、

消
防
団
、
警
察
日
な
ど
六
百
人
命
リ
に

特
別
席
を
も
う
け
慰
労
す
る
な
ど
文

化
的
思
考
に
感
激
し
て
お
り
ま
し
た
。

第
四
回
国
際
交
流
会

ゆ
@aω
ぬ
窃
M
W

来
町
さ
れ
だ
外
国
人
留
学
生
↑
に
ち

ぜ晶、岩部延滞LEZLη:

留学生の歓迎会風景

福
祉
年
金

稲
祉
年
金
額
が
、
五
十
七
年
九
月
カ

わ
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。
引
き
上
げ
後

町
年
金
額
は
、
止
表
的
と
お
り
に
な

っ

て
い
ま
す
。

( )は月間

年金曲別 現行 改正

老齢制祉年金
288咽印。 301. 200 
(24明 0) (25.100) 

l 級
432，臥)0 452咽400
(36，0以)) (37.700) 

障苫福祉 '1企

2 級
288曲。 301.200 
(24凹 0) (25，100) 

母子 市【母千稲祉年 金
374咽400 392，400 

(31.200) (32，700) 

単 位 円.福祉年金

愛在希望の音楽祭
南
北
海
道
国
際
一主
流
セ
ン
タ
ー
の
仰

さ

で

八

月

十
六
日
や

っ
て
き
た
外
国

人
留
学
生
二
名
が
我
が
町
に
も
こ
ら
れ

ま
し
た
。

名
前
は
、
ア
ン
ウ
ド
リ
フ
さ
ん

(

二
十
四
歳
)
法
律
専
攻
、
ミ
ン
ン

ソ
ピ

州
出
身
は
、
盟
回
収
さ
ん

(今
金

中
学
校
教
諭
)
毛
に
、
庄
司
リ
ン
夕
、

ヤ
ス
コ
さ
ん

(二
十
歳
)
国
際
学
専
攻
、

カ
ル
フ
方
ニ
ヤ
州
出
身
は
佐
々
木
補

さ
ん

(今
金
也
林
署
勤
務
)
宅
に
、
八

月
十
六
日
か
ら
八
月
三
十
八
、

三
十
日

ま
で
滞
在
さ
れ
「
地
球
市
民
的
心
の
ふ

れ
あ
い
」
の
も
と
に
世
界
平
和
を
闘
い
、

地
域
家
庭
を
と
う
し
て
日
本
人
を
理

解
、
日
本
的
実
情
を
知
る
こ
と
の
勉
強

に
み
え
ヨ
句
れ
ま
し
た
。

八
月
-
一
十
五
日
に
町
民
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
レ
セ
プ
ン

ョ
ン
が
川
か
れ
、
河

端
町
長
か
ら
拡
迎
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り

そ
の
後
、
出
席
者
か
ら
一
質
問
が
と
び
だ

し

「
日
本
語
は
む
ず
か
し
い
か
」
と
か

寸
勉
強
い
刀
法
は
、
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
は
し

舎も胃

-

F

る
。
ま
た
、
幼
児
則
的
教
育
に
よ
り
将

来
が
決
定
さ
れ
る
。
更
に
先
生
は
、
園

児
向
心
円
お
医
者
様
で
あ
る
と
述
べ
て

お
り
ま
し
た
。

役
場
の
窓
口
で
は
、
ト
ね
子
さ
ん
の
生

ま
れ
た
方
に

「こ
出
産
お
め
て
と
う
。
L

の
カ
ー
ド
を
記
念
に
さ
し
あ
げ
て
お
り

ま
す
.

去
紙
に
は

か
わ
い
い
亦
ち
ゃ
ん
の

訟
が
つ
い

て
お
り
、
中
を
め
く
る
と
赤

ち
ゃ
ん
の
記
叫
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ

て
わ
ね
り
ま
す
。

コールマミ一、せせらぎコ ラス、
はま芯すコ ラスのか定ガた

な
ど
の
質
問
が
あ
る
な
ど
、
和
や
か
な

募
囲
気
で
し
た
。

見
学
筒
所
は
神
担
お
寺
、
監
弥

刷
、
学
校
な
ど
を
訪
門
き
れ
ま
し
た
。

秋の虫をテーマに、 2年保青(5歳児を対象)の
慢業参観風景です。

(4) 

中
学
校
で
、
抜
課
後
先
生
方
と
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
試
合
を
す
る
な
ど
有
意
義

に
す
-
}さ
れ
た
よ
う
て
す
.

パ
守
校
施
設
が
盤
備
さ
れ
て
い
る
の
に

仰ピ
y
ク
リ
u

さ
れ
た
よ
う
で
す
。

滞
在
期
間
に
お
け
る
強
行
軍
向
日
開
恨

の
中
で
余
暇
を
利
用
、
瀬
棚
海
岸
を
見

物
ア
メ
リ
カ
で
は
簡
単
に
海
に
行
く

こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
、
と
て
も
美
し

い
こ
と
に
感
激
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
一
年
間
日
本
町
事
を
勉
強

さ
れ
、
ア

メ
リ
カ
に
帰
り
日
本
円
こ
と

円
理
解
普
及
に
つ
と
め
、
世
界
的
交

流
、

し
い
て
は
今
金
町
が
世
界
と
の
交

流
町
場
と
主
る
や
も
知
れ
ま
せ
ん
。

右ガ庄司1)ン夕、ヤスコさんと左の
戸ン、ウドリフさんが取をご被露

あん

れば なこ

広連申」告 とをん」

報紙 くださ 室場巨 な己と

Z きを
つい きの
て 。 たせ

解生主 い て
とほ

しミ

か言う いとした

し
ま こか
す。 と

( 5 ) 



「敏老の目J

各
戸
を
訪
問

町
長
を
は
じ
め
三
役
が
九
月
十
五
日

に
八
十
歳
以
上
の
高
齢
者
の
お
ら
れ
る

家
庭
、
病
院
等
の
施
設
を
訪
問
、
一
人

一
人
に
お
祝
を
手
渡
し
ま
し
た
。

喜
び
も
格
別
、
感
謝
の
意
を
表
し
て

お
り
ま
し
た
。

豊
寿
園
巳
住
吉
の
子
供
み
こ
し
が
訪

れ
、
踊
り
を
披
露
、
お
爺
ち
ゃ
ん
お
婆

ち
ゃ
ん
を
慰
労
し
て
く
れ
て
い
ま
し
だ
。

今
金
町
最
高
齢
者
の
村
山
踊
ぢ
ゑ

さ
ん
九
十
八
歳
、
現
在
豊
寿
園

に
お
り
ま
す
が
と
て
も
元
気
で

す

町
長
か
ら
お
祝
を
受
取
り
感
謝

お
粘
を
言
う
お
姿
ち
ゃ
ん
た
ち

受
流
深
め
あ
う

町
ぐ
る
み
の
体
育
祭

八
月
二
十
一
日
夜
半
か
ら
の
問
と
な

り
当
日
午
前
中
は
や
む
な
く
総
作
体
行

飢
を
利
則
附
問
、
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
の

人
的
波
、
熱
気
で
ム
ン
ム
ン
。

午
後
に
は
い
り
、
や

っ
と
の
こ
と
で

今
金
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
移
動
が
で

き
ま
し
た
。

参
加
チ

l
ム
二
十

一

人
只
二
、O
O

O
人
を
組
え
る
逃
乎
問
の
も
と
に
以
刷
、

選
手
も
さ
る
こ
と
な
が
句
、
応
促
作
戦

も
雌
大
珍
プ
レ

l
に
ド
y
ト
笑
い
両

選
手
は
け
ん
め
い
、
力
走
に
汗
を
流
し

て
お
り
ま
し
た
@

成
制
は
止
の
と
お
り
て
し
た
。

一
位

金

原

チ

!
ム

二
位

三
位

末
広
町
チ

l
ム

盟
回
チ

l
ム

e 

息子夫婦と孫にかこまれ、一家だんら
んの 時!こ、幸せそう怠お姿ちゃん

応
援
に
一
段
と
熱
は
い
る

親
子
い
つ
だ
い

今
金
保
育
所
運
動
会

a 

( 6 ) 

附
天
的
中
で
、
九
月
五
日
今
金
幼
椛

凶
グ
ラ
ウ
ノ
ド
に
お
い
て
関
川
町
幼
児

九

J14
が
参
加
附
書
物
競
争
、
定
競

争
と
懸
命
、
遊
技
も
愛
ら
し
く
先
生
と

一
和
、
お
ー
さ
ん
お
母
さ
ん
の
舶
も
は

ニ
ろ
ん
で
お
り
ま
し
た
.

税
干
一
体
的
球
い
れ
腕
争
で
は
さ
す

が
税
と
子
自
が
ピ
y
夕
、
ン
梨
し
い

一

日
で
あ

っ
た
よ
う
で
す
.

ト
ッ
テ
モ
か
わ
い
い
年
少
組
の

ゅ
う
ぎ

こ
こ
は
ス
ク
ー
ル
ゾ
l
ン

児
童
生
徒
に
安
全
を

商
工
全
青
年
部
十
五
名
は
、
九
月
十

三
日
に
各
字
校
保
有
所
専
の
五

0
0

ゲ
ー
ト
ボ
l
ル

三
十
筒
所
に
印
ス
ク
ー
ル
ゾ

ン
仰
の
石
版
を
た
て
、

自
動
半
等
の

F
故
町
主
い
よ
う
民
立
を
よ
び
か
け
、

安
全
を
守
る
よ
フ
に
と
ご
協
力
し
て
く

れ
た
も
町
で
す
。

'

l
人
刈
a

l
l
-

⑧
⑥
⑥
③
⑧
①
②
 

老
人
ク
ラ
ブ
の
人
達

川
附
占
の
中
で
は
、
い
ま
ゲ
ト
ポ

ー
ル
が
盛
ん
で
す
同
幼
雌
凶
倒
的
広
場

を
利
用
し
て
ポ
ル
打
ち
に
熱
中、

現

A
「
刈
齢
化
社
会
を
ど
っ
生
き
る
か
」

と
か

「他
山
は
」
と
か
一同
わ
札
て
お
り

ま
す
が
誰
れ
も
弘
し
め
る
ス
ポ
ツ
、

今
後
ま
す
ま
す
仰
び
る
の
で
は
主
い
で

し
ょ
う
か
.

指
導
員
と
し
て

山
北
幸
好
さ
ん
、

町
内
対
抗
リ
レ
ー
に
が
ん
ば
る

森
川
h

郁
夫
さ
ん
が
指
却
さ
れ
、
天
気
的

良
い
と
き
は
毎
日
、
タ
が
た
帥
習
を
し

て
お
り
ま
す
と
の
こ
と
。

お
や
り
に
主
り
た
い
と
思
う
万
は

総
合
体
育
館
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

ど
ん
な
に
若
い
人
で
も
時
が
く
れ
ば

か
主
ら
ず
や
在
人
に
な
り
ま
す
軒
人

も
4
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
.

晴
天
に
ボ
l
ル
打
つ

〕7
 

〔



ほ
の
ぼ
の
と

小
百
合
保
育
園
運
動
会

か
わ
い
い
か
わ
い
い
動
動
全
が
九
月

十
二
日
に
小
百
合
保
有
国
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
お
い
開
山
、
凶
児
六
十
人
が
害
加
、

か
け
っ
こ
遊
戯
に
来
賓
も
ニ
コ
ニ
コ
、

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が

出
動
、
シ
ャ
ン
タ
に
夢
中
で
し
た
.

3
-、

一
輪
単
に
我
が

f
を
来
せ
て
走
り
ま

す

「
ぽ
〈
は

i
fさ
ま
」
つ
い
熱
が
入

り
す
さ
、
本
部
か
ら

「
q
も
の
で
す
の

て
」
と
打
忠
が
あ
る
主
ど

M
U八
に
め

ぐ
ま
れ
た
楽
し
い
一
日
で
し
た

U

な
か
な
か
進
ま
ぬ
キ
ャ
タ
ピ
ラ

競
争

美
利
河
ダ
ム
関
連

英
利
河
ダ
ム
は
、
六
十
二
年
度
完
成

を
目
途
に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、
現
設
で
は
、
住
宅
団
地
が
繁
備

前
と
主
り
、

小
学
校
も
近
々
落
成
式
内

連
日
と
主
り
ま
し
た
.

固
造
的
一
部
が
は
は
で
き
る
な
ど
、

大
き
な
変
化
を
み
せ
て
お
り
ま
す
.
こ

れ
に
伴
せ
て
、
ダ
ム
周
辺
町
幣
備
計
画

が
組
ま
札
、
ス
キ
場
を
〆

l
ン
と
し

て
、
当
初
お
お
よ
そ
、
リ
フ
ト
五

0
0

整
備
計
画

灯

コ

l
ス
七

O
O
U脱
出
世
を
比
込
み

休
松
地
股
を
路
側
、
そ
町
他
ス
パ

ー
ス
ラ
イ
ダ
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
来
町

コ
ス
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ

l
ス

ポ

ト
等
、
感
り
た
く
さ
ん
の
計
画
が
さ

札
て
お
り
ま
す
。

現
夜
、
失
利
河
川
畑
山
端
逃
世
道
約
四

O

O
H川
が
工
事
中
で
あ
リ
、
今
金
町
一
大

観
光
地
と
し
て
飛
蹴
で
き
そ
う
で
す
.

親
子
一
体
、
ぼ
く
は
王
様

カ
ワ
イ
イ
か
わ
い
い
お
遊
戯

圃圃

(B) 

③
⑨
③
⑥
⑧
⑨
 

三
回

H
を
迎
え
た
宮
内
テ
ニ
ス
大
会

が
八
川
二
十
九
日
に
町
民
テ
ニ
ス
コ

ト
、
総
A
H
体
的
日
航
の
ニ
ヶ
所
に
お
い
て

刷
出
さ
れ
、
参
加
入
只
一
三

O
人
と
椛

悦
ぶ
り
、
務
腿
な
る
技
を
競
い
あ
い
汗

を
流
し
お
リ
ま
し
た
。

テ
ニ
ス
人
口
は
年
々
附
加
的
傾
向
を

示
し
て
お
り
‘
主
山
間
開
も
一
段
と
熱
が

入
っ
て
お
り
ま
し
た
.

成
制
は
次
の
と
お
り
で
す
.

総

A
H

①
北
楠
山
②
今
金
③
序
沢
部

一
般
到
干
①
北
楠
山
②
厚
以
部
③
今
金

一
般
女
子
①
瀬
棚
②
厚
沢
部
③
北
楠
山

成
壮
年
①
今
金
②
北
柏
山

主
附
①
今
金
②
北
怜
山
③
江
l
h

ボ
ー
ル
に
熱
中

さ
あ
こ
れ
よ
り試

合
を
開
始

北
部
槍
山
少
年
野
球
大
会

制
棚
、
北
柏
山
‘
今
金
の
三
町
小
川
ザ

生
に
よ
る
生
年
間
野
球
大
会
が
J
1

月
三

日
に
、
今
金
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お

い
て
川
川
仰
臥
さ
れ
ま
し
た
.

成
制
は
止
の
と
お
り
で
す
。

北
楠
山
側
|
山
間
糊
棚

今

金

ωlω
北
柏
山

瀬
棚
山
間
同
問
A
，

金

打ちまくるぞ

目rn
;国
高田
官 軍

国
軍
区記

今
世
間
肋
間
的
若
い
回
日
さ
ん
十
三

名
が
ま
と
い
制
リ
町
脱
出
を
迎

一
凪
で

す
が
仕
事
を
終
え
て
か
ら
夜
る
消
防

庁
舎
前
に
お
い
て
や
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
先
般
弘
前
市
か
ら
指
噂

日
を
招
き
、
正
式
に
伝
授

お
正
月
内

交
通
安
全
を
願
い

ゴ
ミ
袋
を
配
り
P
R

今
金
町
交
通
安
全
協
全
が
九
月
三

十
日
役
場
に
お
い
て
、
，
北
海
道
ク
リ

ン
作
戦
ρ

の
ビ
エ
ル
袋
を
通
る
車
に

配
り
な
が
ら
、
交
通
安
全
と
空
き
缶
を

す
て
な
い
で
と
、
交
通
安
全
指
噂
良
、

今
金
術
人
会
専
の
メ
ン
バ
ー
ニ

4
人
が

参
加
し
て
呼
び
か
け
ま
し
た
.

出
制
式
に
む
け
て
似
る
べ
〈
、
猛
純
刊

を
し
て
わ
ね
り
ま
す
。

重
い
円
で
、
む
か
な
か
難
し
い
と
の

こ
と
、
お
正
月
に
は
、
ど
ん
な
振
り
を

見
せ
て
〈
れ
る
か
唱
し
み
な
と
こ
ろ
で

す
.

F 

(9) 
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{
一
般
図
書
V

ω針
縫

干

n
mら
れ
た
限
内
記
H
H

西

村

舟

行

H
描
び
ざ
る
大
河

か

げ

1H

1
陥
は
除
剛
制
し
て
ぞ
印
〈

次
郎
H

充
ち
且
リ
た
也
泌
た
ち

他

一
H
H
鋭
町
中
町
ガ
ラ
ス
の
船

周
作
目
置
と
人
生
を
め
ぐ
る
断

忽

tJJ .IJ、
I11 111 "" H長

『
父
と
子
』

「な
か
な
か
珍
し
い
、
い
い
ご
趣
味

を
お
持
ち
で
す
ね
」

「
い
や
あ
、
実
は

私
的
父
脱
が
釘
き
で
教
え
て
く
れ
た
も

の
で
す
か
ら
」
二
人
的
中
年
の
紳
上
町

会
問
で
す
.

父
親
が
趣
味
で
や

っ
て
い
た
こ
と
を

日
子
が
受
け
継
い
で
い
る
の
で
す
。
父

親
は
日
子
を
霊

L
、
息
子
は
父
組
に
敬

語
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
-
」
の
よ
ワ
に

は
な
り
ま
せ
ん
.
こ
の
よ
う
主
品
を
聞

く
と
、
仲
の
い
い
父
子
で
あ

っ
た
の
だ

な
と
私
は
思
い
ま
す
。

如
何
の
い
い
時
、
わ
る
い
時
は
あ
リ

体
力
づ
く
り

今
中
マ
ラ
ソ
ン
大
会

今
金
中
学
校
7

ラ
ソ
ノ
大
会
が
九
月

二
十
九
日
に
あ
り
ま
し
た
。

山
h
六
人
が
参
加
、
主
化
L
H
山
と
一
年

川
町
生
徒
が
今
金
橋
ま
で

υ倒
、
列
中
山
山

は
田
代
続
を
渡
り
築
制
恥
を
走
リ
今

金
怖
を
経
由
、

H
V
校
ま
で
の
コ

l
ス
で

し
た
.

中
に
は
巡
動
不
足
町
生
徒
が
い
た

り
で
も
、
恥
後
ま
で
が
ん
ば

っ
た
よ

う
で
す
。

ガ
ん
ば
る
女
子
中
学
生

l刈
み;

竹雌
rl1 本

村也羽 4
J-=. };，~ {十f

|制
tH 

調

f
I辿
れ
川
怖
の
本
千
お

く
れ
に
主
ら
主
い
た
め

山

f
I
K
町
出
掛

美
弘
H

ハ
ハ
ス
カ
ー
ト
は
い

て
よ

耐
火

H
f
の
円
、
椛
の
け

lIIl ifi ，Jl 
UII ( 
11 11 

仲立
かの
れ円
る内

M
M

コ
イ
ン
ロ

y
カ
l

ベ

イ

ビ

ズ

(上
)

l
三
殺
の

E

一H
点
見
よ

仙
川
折

丹

よ

り

子

H
主
婦
杭
似
郎

別

坂

昭

加

H

ノ
サ
イ
ド
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マイホームを買換えたときの税金

1 .長期譲渡所得の税額の計算

まず、次の算式で訪l税長期譲渡所得を計一算します。

謀税長期譲渡所得=長期譲渡所初 特別控除。特別l控除は、普通の場合100万円です。

次に、採税長期談波所得の金術に応じて次のように税額を計算します

(]) 課税長期譲波所得が4，000万円以下の場合
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課税長期譲渡iYi-1;JX 20% 

課税長期譲渡所得が4，000万円を超える場合

次のイからロを差し引いた金傾と 800万円との合計額です。

(課税長期Hi!波所得 X 2分の 1+その他の課税所得) X総合課統の税率

(2，000万円+その他の謀税所得) X総合総税の税率

その他の課税所得とは、譲渡所得以外の所得の合計額から、基礎控除、配偶者控除なとの

所得控除の合計額を差L51いた金納です。
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普通の場

2.短期譲渡所得の税額の計算

短期日約疫所得には、長期譲渡所紛のような100万円の特別控除はありませんから

合は短期譲渡所得がそのまま諜税短期譲渡所得となります。

次の(1) と (2)のうち、どちらか多い傾が短期~l!波所得の税額となります。
(]) 課税短期談渡所得X40%

(2) 次のイからロを差し号|いた金古nの110%相当額

イ (事R税短期設波所得 50万円+その他の諜税所得)

その他の課税所得×総合課税の税率

〈資料〉図税庁
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